
埼玉産業人クラブ

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
重
要

会長インタビュー

増田文治氏（マスダック社長）

　
―
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
が
創

立

年
を
迎
え
ま
す
。

　
「
日
本
の
産
業
・
経
済
の
発

展
の
た
め
に
、
先
人
た
ち
の
築

い
た
産
業
人
ク
ラ
ブ
が

年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
は
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。
こ
の
間
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
を

取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災

の
よ
う
に
予
期
せ
ぬ
こ
と
が
、

当
た
り
前
の
よ
う
に
起
き
る
時

代
で
す
。
政
治
・
経
済
は
も
と

よ
り
、
社
会
構
造
そ
の
も
の
が

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

こ
と
に
、
い
や
応
な
し
に
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
に
お

け
る
会
員
同
士
の
連
携
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
は
、
産
業
界

に
と
っ
て
も
非
常
に
役
立
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
１
社
単
独
で
と
い
う
時
代

は
終
わ
り
を
告
げ
て
い
ま
す
。

今
後
も
活
発
に
活
動
を
続
け
る

こ
と
で
、
県
内
経
済
の
発
展
、

日
本
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま

す
」

　
―
２
０
１
０
年
４
月
に
会
長

に
就
任
し
て
以
来
、
会
員
各
社

の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
新
年
賀
詞
交
歓
会
や
、
４

月
の
定
時
総
会
の
ほ
か
、
県
内

の
優
秀
な
経
営
者
を
表
彰
す
る

埼
玉
ち
ゃ
れ
ん
じ
企
業
経
営

者
表
彰

、

西
海
賞

、
埼

玉
県
の
上
田
清
司
知
事
を
招
い

た
埼
玉
県
産
業
振
興
懇
談
会
な

ど
数
多
く
の
行
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
日
本
工
業
大
学

と
の
産
学
交
流
組
織
で
あ
る

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
埼
玉
産
学
交
流

会

や
東
京
電
機
大
学
と
の
産

学
交
流
組
織

Ｔ
Ｄ
Ｕ
産
学
交

流
会

と
い
っ
た
産
学
連
携
を

深
め
る
場
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
若
手
経
営
者
を
対
象
に
し

た
埼
玉
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
や
、

日
刊
工
業
新
聞
社
さ
い
た
ま
総

局
の
会
議
室
を
利
用
し
、
小
人

数
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行
う
分
科
会

も
盛
ん
で
す
。
こ
う
し
た
場
を

通
じ
て
、
会
員
各
社
の
事
業
の

ヒ
ン
ト
に
も
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
―
会
員
数
は
約
２
５
０
と
全

国
で
も
最
大
の
組
織
を
誇
っ
て

い
ま
す
。

　
「
会
員
各
社
に
お
け
る
事
業

内
容
は
多
種
多
様
で
す
。
当

然
、
集
ま
る
メ
ン
バ
ー
も
多
士

済
々
で
す
が
、
県
内
や
そ
の
業

界
を
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
方
々

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
異
業
種
の

方
々
と
話
を
す
る
こ
と
は
、
一

見
な
ん
の
関
係
も
な
い
よ
う
に

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
業
界
が
異
な
る
こ
と
で
、

物
事
を
見
る
角
度
が
変
わ
り
ま

す
。
刺
激
を
受
け
る
こ
と
も
多

く
、
た
く
さ
ん
の
経
営
の
ヒ
ン

ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
」

　
―
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

　
「

年
と
い
う
伝
統
を
守
り

つ
つ
も
、
新
た
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
会
員
企
業
に
と
っ
て

も
、
産
業
人
ク
ラ
ブ
そ
の
も
の

に
と
っ
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
冒
頭
で
も
触
れ
ま
し
た

が
、
社
会
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

や
新
産
業
育
成
な
ど
産
業
界
の

課
題
は
尽
き
ま
せ
ん
。
８
代
目

の
会
長
と
し
て
、
埼
玉
県
経
済

の
発
展
に
力
を
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
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環境変化に対応 特
集
・
挑
戦
す
る
日
本
の
経
営
者
た
ち

次
の
５
０
年
へ
さ
ら
な
る
飛
躍

会
員
数
最
大
規
模
多
彩
な
活
動
展
開

秋
の
恒
例
行
事
の
埼
玉
県
産
業
振
興
懇
談
会

秋
に
産
業
振
興
懇
談
会
産
官
で
意
見
交
わ
す

県・りそな銀行など後援「埼玉ちゃれんじ企業経営者表彰」
県
知
事
賞
な
ど
５
人
表
彰
第
９
回

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

増
田
文

治
会
長

マ
ス
ダ
ッ
ク
社
長

は

１
９
６
４
年
４
月
３
日
に
発
足
し

た
。
県
内
の
企
業
、大
学
、金
融
機

関
、
支
援
機
関
な
ど
の
関
係
者
約

２
５
０
人
で
構
成
し
て
い
る
。
年

始
の
賀
詞
交
歓
会
、
春
の
定
時
総

会
、
秋
の
埼
玉
県
産
業
振
興
懇
談

会
が
年
間
の
３
大
イ
ベ
ン
ト
。
こ

の
ほ
か
、
地
区
ご
と
の
例
会
や
日

刊
工
業
新
聞
社
さ
い
た
ま
総
局
内

で
開
く
分
科
会
な
ど
、
多
彩
な
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。
同
ク
ラ
ブ

に
と
っ
て
来
年
は
設
立

周
年
の

節
目
の
年
。
異
業
種
交
流
会
の
先

駆
け
と
し
て
、
次
の

年
に
向
け

さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

■
　活
発
な
議
論

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
に
と
っ

て
、
埼
玉
県
産
業
振
興
懇
談
会
は

毎
年
の
秋
の
恒
例
行
事
。
２
０
１

２
年
度
は
第

回
と
し
て

月

日
に
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
の
浦
和

ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
で
開

い
た
。
会
員
ら
１
４
０
人
近
く
が

参
加
。
県
経
済
の
将
来
に
向
け
、

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
第
１
部
で
は
、
松
岡
進
埼
玉
県

産
業
労
働
部
長
当
時
、
秋
山
秀

次
郎
埼
玉
県
産
業
振
興
公
社
理
事

長
、
牟
田
口
照
恭
埼
玉
県
産
業
技

術
総
合
セ
ン
タ
ー
長
ら
県
幹
部
８

人
が
登
壇
。
町
田
憲
重
都
ロ
ー
ラ

ー
工
業

草
加
市

社
長
や
窪
井

要
久
保
井
塗
装
工
業
所

狭
山

市

社
長
な
ど
県
内
企
業
経
営
者

４
人
と
意
見
を
交
わ
し
た
。

■
　知
財
関
連
の
相
談

　
町
田
社
長
の
各
種
補
助
金
申
請

支
援
に
関
す
る
要
望
に
対
し
て

は
、
松
岡
部
長
が
産
学
連
携
支
援

セ
ン
タ
ー
埼
玉
の
取
り
組
み
を
紹

介
。
ま
た
、
窪
井
社
長
に
よ
る
知

的
財
産
関
連
の
質
問
に
つ
い
て

は
、
秋
山
理
事
長
が
同
公
社
内
に

設
置
し
て
い
る
知
的
財
産
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
埼
玉
に
触
れ
、
「
昨

年
度
は
２
４
０
０
件
を
上
回
る
知

財
関
連
の
相
談
に
答
え
た
。
今
後

も
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
中
小
企

業
金
融
円
滑
化
法
終
了
の
影
響
を

懸
念
す
る
声
に
対
し
て
は
、
板
東

博
之
産
業
労
働
部
金
融
課
長
が

「
必
要
以
上
に
心
配
し
な
い
で
い

い
。
県
内
金
融
機
関
関
係
者
も
、

対
応
を
変
え
な
い
と
話
し
て
い

る
」
と
答
え
た
。

■
　独
自
戦
略
を
紹
介

　
第
２
部
で
は
県
内
優
良
企
業
が

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。

大
森
機
械
工
業

越
谷
市

の
大

森
利
夫
社
長
、
野
火
止
製
作
所

新
座
市

の
川
上
博
史
常
務
、

マ
グ
ネ
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン

所
沢

市

の
物
集
高
彦
社
長
、
ユ
ー
・

エ
ム
・
シ
ー
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス

上
尾
市

の
内
山
茂
樹
社
長

が
、
海
外
展
開
、
技
術
開
発
、
人

材
育
成
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
独
自
の
戦
略
を
紹
介
し
た
。

　
自
動
包
装
機
を
手
が
け
る
大
森

機
械
工
業
の
大
森
社
長
は
、
越
谷

市
内
の
新
工
場
「
さ
く
ら
工
房
」

を
紹
介
。
「
工
場
新
設
を
機
に
当

社
の
独
自
性
を
発
揮
し
、
発
展
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。
続
い
て
登
壇
し
た
レ
ー
ザ
ー

加
工
を
主
力
と
す
る
野
火
止
製
作

所
の
川
上
常
務
は
、
小
惑
星
探
査

機
「
は
や
ぶ
さ
」
の
着
陸
時
に
使

わ
れ
た
カ
プ
セ
ル
回
収
ボ
ッ
ク
ス

の
製
造
協
力
に
つ
い
て
話
し
た
。

　
磁
選
機
な
ど
を
開
発
・
製
造
・

販
売
す
る
マ
グ
ネ
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ

ン
の
物
集
社
長
が
紹
介
し
た
の

は
、
韓
国
や
中
国
へ
の
展
開
事

例
。
「
海
外
企
業
が
求
め
る
技
術

が
、
当
社
に
は
あ
る
」
と
強
調
し

た
。
最
後
に
発
表
し
た
ユ
ー
・
エ

ム
・
シ
ー
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

の
内
山
社
長
は
、
電
子
機
器
受
託

製
造
サ
ー
ビ
ス

Ｅ
Ｍ
Ｓ

が
主

力
。
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
海
外

拠
点
の
管
理
に
つ
い
て
、
「
し
つ

け
、
思
い
や
り
、
気
合
、
規
律
な

ど
日
本
の
良
い
文
化
を
現
地
従
業

員
に
教
え
込
ん
で
い
る
」
と
語
っ

た
。■

　イ
ン
ド
経
済
講
演

　
第
３
部
で
は
、
イ
ン
ド
最
大
の

弁
護
士
事
務
所
「
ラ
ク
シ
ミ
・
ク

マ
ラ
ン
＆
ス
リ
ダ
ラ
ン
」
の
シ
ー

タ
ー
ラ
ー
マ
ン
・
サ
ン
パ
ッ
ツ
最

高
経
営
責
任
者

Ｃ
Ｅ
Ｏ

兼
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
パ
ー
ト
ナ
ー
が
講

演
。
成
長
が
期
待
さ
れ
る
イ
ン
ド

の
法
律
や
経
済
な
ど
に
関
す
る
話

に
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

た
。

　
定
時
総
会
で
の
「
埼
玉
ち
ゃ
れ

ん
じ
企
業
経
営
者
表
彰
」
も
年
間

３
大
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
。
県
内
の

中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
経
営
者

を
鼓
舞
す
る
表
彰
制
度
。
埼
玉

県
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行
、
日
刊
工

業
新
聞
社
の
後
援
、
埼
玉
県
商
工

会
議
所
連
合
会
な
ど
７
団
体
の
協

力
を
得
て
、
産
業
人
ク
ラ
ブ
が

年
に
創
設
し
た
。

　
今
年
４
月

日
に
は
、
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
の
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ

イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
で
第
９
回
表
彰
式

を
開
い
た
。
上
田
清
司
埼
玉
県
知

事
、
増
田
会
長
、
池
田
一
義
埼
玉

り
そ
な
銀
行
副
社
長
、
井
水
治
博

日
刊
工
業
新
聞
社
社
長
が
、
５
人

の
受
賞
者
を
表
彰
。
受
賞
者
に
は

盾
と
、
記
念
品
と
し
て
、
ま
い
づ

る
や

春
日
部
市

の
羽
子
板
な

ど
を
贈
っ
た
。
そ
の
後
、
各
受
賞

者
が
自
社
の
特
徴
や
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
な
ど
を
発
表
し
た
。

　
埼
玉
県
知
事
賞
の
協
和
界
面
科

学

新
座
市

は
、
表
面
特
性
を

測
定
す
る
理
化
学
機
器
の
開
発
製

造
が
主
力
。
亀
井
信
一
社
長
は
技

術
開
発
へ
の
積
極
的
な
姿
勢
な
ど

が
評
価
さ
れ
た
。

　
授
賞
式
後
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
で
は
「
会
社
は
公
器
な
り
と

い
う
信
念
に
基
づ
き
、
長
年
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
取
り
組
ん

で
い
る
」
と
説
明
し
、
男
性
社
員

の
育
児
休
暇
取
得
率
が
１
０
０
％

で
あ
る
こ
と
や
、
社
長
が
講
師
を

務
め
る
勉
強
会
の
模
様
を
紹
介
し

た
。

　
会
長
賞
の
共
同
技
研
化
学

所

沢
市

は
、
粘
接
着
テ
ー
プ
や
多

機
能
フ
ィ
ル
ム
の
メ
ー
カ
ー
。
粘

接
着
フ
ィ
ル
ム

テ
ー
プ

に
高

分
子
材
料
を
加
工
す
る
技
術
を
得

意
と
し
、

年
に
４
度
目
の
発
明

大
賞

奨
励
賞

を
受
賞
す
る
な

ど
各
方
面
か
ら
高
い
評
価
を
得
て

い
る
。
濱
野
尚
吉
社
長
は
「
瞬
間

接
着
で
き
る
両
面
テ
ー
プ
を
開
発

中
で
、
ま
も
な
く
市
場
投
入
で
き

る
」
と
明
か
し
た
。

次
ペ
ー
ジ
に
続
く

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ８月３０日 金曜日 　　


